
様式第９ 

循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書 

 

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間 

広島県安芸高田地域 安芸高田市 平成 28 年度～令和 2 年度 平成 28 年度～令和 2 年度 

 

 

１ 目標の達成状況 

（生活排水処理） 

指      標 

 

現 状 

（平成26年度） 

目 標 

 （令和2年度） A 
実 績 

 （令和2年度） B 
実績/目
標※３ 

総人口  
30,368 人 27,830 人 27,874 人 ― 

公共下水道 

 

汚水衛生処理人口 
 

汚水衛生処理率 

7,631 人 

 

25.1％ 

7,344 人 

 

26.4％ 

7,666 人 

 

27.5％ 

-12.2%   
 

184.6% 

集落排水施設等 

 

汚水衛生処理人口 
 

汚水衛生処理率 

3,979 人 

 

13.1％ 

3,598 人 

 

12.9％ 

3,609 人 

 

12.9％ 

97.1% 

 
100.0% 

合併処理浄化槽等 

（コミプラを含む） 

汚水衛生処理人口 
 
汚水衛生処理率 

8,044 人 

 

26.5％ 

8,534 人 

 

30.7％ 

8,644 人 

 

31.0％ 

122.4% 

 
107.1% 

未処理人口 汚水衛生未処理人口 
10,714 人 8,354 人 7,955 人 116.9% 

 ※３ （実績の割合-現状の割合）/（目標の割合-現状の割合）を記載 

※汚水衛生処理率は、以下のとおりである。 

 ・現状（平成 26 年度）：（総人口-未処理人口）／総人口＝（30,368 人－10,714 人）／30,368 人＝64.7％ 

 ・目標（令和 2 年度）：（総人口-未処理人口）／総人口＝（27,830 人－8,354 人）／27,830 人＝70.0％ 

 ・実績（令和 2 年度）：（総人口-未処理人口）／総人口＝（27,874 人－7,955 人）／27,874 人＝71.5％ 

 

 

 

 

 

 



２ 各施策の実施状況 

施策種別 

 

事業 

番号 

施策の名称等 

 

実施主体 

 

施策の概要 

 

事業実施期間 

(事業計画期間) 

施策の実績 

 

処理施設
の整備に
関するも
の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄化槽市町村
整備推進事業
（公共浄化槽
等整備推進事
業） 

 

 

安芸高田市 

 

 

 

 

 

 

集合処理の区域外を対
象とし、計画収集世帯
及び単独処理浄化槽設
置世帯に対して、合併
処理浄化槽の設置又は
切り替えを推進 

 

H28～R2 

 

 

 

 

 

 

浄化槽設置実績 

H28 普通地域 83 基 豪雪地域 18 基 計 101 基 

H29 普通地域 63 基 豪雪地域 19 基 計 82 基 

H30 普通地域 72 基 豪雪地域 17 基 計 89 基 

R1  普通地域 72 基 豪雪地域 16 基 計 88 基 

R2  普通地域 40 基 豪雪地域 14 基 計 54 基 

計  普通地域 330 基 豪雪地域 84 基 計 414 基 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 目標の達成状況に関する評価 

 

（生活排水処理） 

達成状況・汚水衛生処理人口：すべての項目において目標を達成することができた。 

            公共下水道は目標 7,344 人に対して実績が 7,666 人、集落排水施設等は目標 3,598 人に対して実績が 3,609 人で
あった。 

            合併処理浄化槽等は目標 8,534 人に対して実績が 8,644 人、未処理人口は目標 8,354 人に対して実績が 7,955 人
であった。 

汚水衛生処理率    ：全体として目標 70.0％に対して実績が 71.5％であり 1.5％上回っており、目標を達成することができた。 

評価         ：浄化槽市町村整備推進事業（公共浄化槽等整備推進事業）により、合併浄化槽等の人口を増加することができ
た。 

            今後も引き続き、公共浄化槽等整備推進事業を推進していくことで汚水衛生処理率の向上を図る。 

 

（浄化槽市町村整備推進事業（公共浄化槽等整備推進事業）） 

達成状況：設置基数は目標 500 基に対して実績が 414 基であったが、合併処理浄化槽等の汚水衛生処理人口について目標は達成すること
ができた。 

評価  ：合併処理浄化槽等の人口が増加しており、事業を通して浄化槽を普及することができた。 

 

 

（都道府県知事の所見） 

 

（生活排水処理） 

 

すべての目標を達成している。 

特に，浄化槽市町村整備推進事業（現・公共浄化槽等整備推進事業）を進めることにより，合併浄化槽等の利用人口の増加に繋がった
ことは評価できる。 

 

当該自治体（市）では，公共浄化槽等整備推進事業を浄化槽普及の主軸としているので，さらなる汚水衛生未処理人口の減少が期待で
きる。 

引き続き取り組んでいただきたい。 

 

 


